「中国高齢者保健医学研究全国大会 －高齢者医療サービスと標準化シンポジウム－ 」への出席に関する報告 by 山路 克文
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 2号 2019 
山路 克文,「中国高齢者保健医学研究全国大会 －高齢者医療サービスと標準化シンポジウム－」 
への出席に関する報告 
「中国高齢者保健医学研究全国大会 －高齢者医療サービ
スと標準化シンポジウム－ 」への出席に関する報告 
 
山路 克文1 
 
要旨 
本年（2018）6 月 16 日から 18 日、中国雲南省普洱（プーアル）市で開催された「中国
高齢者保健医学研究会全国大会－高齢者医療サービスと標準化シンポジウム－」に主催者
から要請を受けて、以下に述べる内容の報告を行った。 
 大会の主なプログラムは、１．総会（17 日）、２．シンポジウム（17 日、高齢者保健に
関する基準制定について）、３．国際学者（米、日、欧）（18 日）によるプレゼンテーショ
ン、４．交流会での意見交換（18 日）であった。筆者は、帰国日程の関係で 18 日午後の
４のプログラムに参加せず、午前の報告終了後直ちに帰国の途についた。18 日に開催され
たプログラム３の報告者は、下記のとおりである。 
  唐振興（全国老齢工作委員会局長） 
   「中国高齢健康サービスの方向として標準化されるサービスの実施」 
  張鉄梅（国家衛生部北京老年医学研究所研究員元副所長） 
   「高齢健康サービスに関する考え」 
  山路克文（鈴鹿大学こども教育学部教授） 
   「「日本の医療・福祉（介護）制度の変遷－『入院医療』から『在宅医療』＝『地域
包括ケア』の標準化への課題」 
  遊佐敏彦（奈良県立医科大学講師） 
   「日本における医療都市の構想と実践」 
  武亮（北京小湯山病院 院長助手） 
   「北京市におけるリハビリ医療ネットワークシステムの構築」 
 筆者は、上記にもあるように「日本の医療・福祉（介護）制度の変遷－『入院医療』か
ら『在宅医療』＝『地域包括ケア』の標準化への課題」というテーマで、日本の制度・政
策の最前線の課題を提起した。通訳は、皇學館大学中国留学生であった楊暁敏さん（注）
にお願いした。 
 さて、今回の報告について簡単に触れておきたい。きっかけは鈴鹿大学国際学部大学大
学院卒業で、現在、中国に本社のあるプライムコンサルティンエンタープライズ社の日本
支社長である酒井友紀子氏を通して鈴鹿大学に問い合わせがあり、同大学の仲教授の仲介
                                                   
1 こども教育学部こども教育学科  
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により、酒井氏に筆者が紹介され、酒井氏が大会本部との協議の結果、筆者が報告に出向
くこととなった。 
大会主催者側からの依頼主旨は以下のとおりである。中国も急速に進む高齢社会に対処
するために様々取組が始まっているが、とくに日本の現状は注視されており日本政府の打
ち出す制度・政策に対する研究は進んでいる。しかしながら、日本の様々な施策が、地域
の末端でどのような成果や問題点、課題等があるのかが良くわからないとのことであった。
そこで筆者の現場経験等の履歴を大会本部に伝え、適材であるとの評価を得て報告者とし
て招聘された、という経緯である。 
 筆者の問題意識も今日の「地域包括ケアシステム」という良い響きがする政策の切り札
も、実際は「地域任せ」であり、国の「まる投げ」の感が否めない施策に対して少なから
ず疑問を持っている。今回の大会の主題である「サービスの標準化」はわが国でいう「ナ
ショナル・ミニマム（国民的最低限）」に近い発想であり、地域包括ケアシステムにもこの
「標準化」という視点が必要であるとするのが筆者の見解でもあることから報告を引き受
けた次第である。 
 以下、筆者の報告の概要を述べる。 
 
キーワード 
在宅医療,地域包括ケア,標準化 
 
１．テーマの主題と考察の対象 
   第 2 次世界大戦後から今日に至る医療・福祉制度政策の変遷を、「責任の所在の変
化」という視点から、制度・政策の転換前後に登場する答申、報告書、制度改正等を
対象に考察を行い、そして、今日の主題である「地域包括ケアシステム」の歴史的・
社会的意味について分析を行うとした。 
２．日本の現状 
   日本の現状をまず、人口ピラミッドからその特徴を説明し、次に日本の社会保障費
用について、国家予算を超える現状について論じた。 
３．日本の医療制度・医療保障制度 
   わが国がいわゆる「国民皆保険」体制を確立する契機となった 1956（昭和 31）年の
社会保障制度審議会答申「医療保障制度に関する勧告について」を紹介し、「国民皆保
険」体制の確立や「医療の平等原則」の意義について論じた。  
４．日本の医療制度の変遷 
   次に、日本の医療供給体制の特徴について、１）公的保険制度であり保険料が強制
徴収されること、２）原則として「保険診療」であって「自由診療」を認めていない
こと、３）医療機関に対する診療報酬は「出来高払い」から、今日では「包括払い」
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に切り替えられていること、４）医療提供は、自由開業医制で現在医療機関の 8 割は
民間経営であることを論じ、合わせてそれぞれの問題点や課題についても論じた。さ
らに今日では増大する国民医療費を抑制するために様々な方策が考え出され、先の「地
域包括ケアシステム」という発想も国民医療費の効率的・合理的運用のために編み出
された手法であることを論じた。 
５．今日の動向と問題点、課題など 
   2000 年から施行された「介護保険制度」は、日本の医療提供体制を急性期医療に特
化し、生活習慣病等慢性期疾患を入院医療から在宅医療に切り替えていくために積極
的に活用されている。しかし、介護保険制度は医療保険制度に比べて規模の小さい公
的保険であることから、すぐに限界も見え介護保険制度に頼らない在宅医療が考え出
されるようになった。これが「地域包括ケアシステム」の本質であり、いわば地域住
民をフル動員させて在宅要介護者を支えるシステムを、国が強要しているのが現状で
あることを論じた。 
６．主催者の質問にお答えします。 
   主催者側から事前にいくつかの質問をいただいていた。 
  １）日本の医療・福祉制度の不備について 
    以下の 4 点にまとめて回答した。①日本の福祉制度体系は分類施設収容主義を長
く続けていたために、要支援者を地域で支えるという発想が極めて弱い。②背景に
は、日本の伝統的家族制度、つまり扶養義務者が家庭内で扶養を行うことを是とし、
公的な支援を求めることは「恥」という文化がある。③医療制度改革は、療養のた
めの入院を医療経済的観点から排除し地域や在宅に帰す政策を断行しているが、地
域にその受け皿も意識も遅れたままになっている。④従って「地域包括ケアシステ
ム」は、好むと好まざるに関わらず、立ち上げないと地域が崩壊する憂き目になっ
ている。 
  ２）認可基準の厳格化について 
    以下の 3 点にまとめて回答した。①日本は、2000 年に施行された介護保険制度が
医療・介護・福祉分野の市場開放を牽引した。②しかし、労働生産性の極めて低く
「労働集約型」の事業がほとんどで、採算に合わず撤退したり参入に慎重になって
いる企業体が多い。③にも関わらず、高齢者人口の増大により需要が逼迫している
ことから民間事業体に頼らざるを得ない現状にあり、当然質の低下と人材不足が大
きな課題となっている。 
  ３）行政指導 
    以下の 2 点にまとめて回答した。①規制緩和を行い民間企業の参入を求めている
以上行政指導は従来に比して控えめである。②しかしながら、膨れ上がる社会保障
関係費の抑制に国は行政介入せざるを得ない状況になってきており、財源の伴わな
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い行政介入は、事業の縮小を余儀なくされ、全体の質の低下が懸念される。 
  ４）地域差の解消 
    以下の 3 点にもとめて回答した。①現在、地域格差の進行に歯止めが掛らない状
況から、地域崩壊が極めて深刻な課題になっている。②とくに東京への一極集中は
将来に大きな禍根を残すことになるのではないかと懸念される。③地域崩壊を食い
止める手立ては、地域の産業化の促進と企業誘致に尽きると思われる。若い世代に
対して安定した所得の保障と保育所等の生活基盤整備が僅々の課題となっている。 
７．補足：高齢者施設の管理者としての経験から 
    かつての老人保健施設の管理者（副施設長）の経験として、地域に開かれた施設
づくりのノウハウについて紹介した。 
  
（注）楊さんは皇學館大学を卒業後、大阪府立大学大学院社会福祉研究科に進学され、
現在、大阪市立大学大学院博士課程後期に在籍している学生である。筆者とは皇學
館大学の学生であった当時、卒業論文制作のアドバイスを行ったことがあり、楊さ
んの経歴から筆者の専門的な報告の通訳・翻訳者としては適材であると考え、主催
者側にお願いし実現した。楊さんは報告書の翻訳、当日の報告の通訳だけではなく、
中国滞在のすべての通訳をお願いすることとなり、大変なご尽力をいただきこの紙
面を借りて深く御礼を申し上げたい。 
以上 
 
こども教育学部こども教育学専攻 yamajik@m.suzuka-iu.ac.jp 
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